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万円　　　　　　　　瀋::　nリ壬　‘二ｊ　ぷ耶

５月１９日（月）10時～

　いなげや宝くじ売り湯前集合　みずきの街配布

☆チラシ配布

☆平和のための戦争展実行委員会　５月２５日（日）１０時～１２時

　　　　　　　　　　　中央公民館講座室



９条世界会議レポート 松本　睦男

「９条世界会議」に参加して「平和憲法」の価値再発見

　会場の外にまであふれた参加者

　５月４日、「９条世界会議」の会場となった幕張メッセには、開演までまだ１時間以上もある

というのに､人･入･人の列が会場入り口まで､くねくねと３００拉あまりも連なっていました。

満席となった会湯にはのべ１万２千人が入場、司会者の発表によれば３千人が入場できず､外で

海外ゲストとの集会が持たれたようです。これだけで、すでに「憲法９条」を守ろうとする参加

者の意気込みがあふれていたのを実感しました。この人の波に恐れをなしたのか､押しかけてき

た６～７台の右翼の街宣車も、心なし元気がないように感じました。

　この９条世界会議は､翻訳化の池田香代子さんを始め、作家の井上ひさしさんや野田にも講演

に来てくれた小森陽一さん、伊藤真さん、そして今年秋の講演会・講師に予定している石川文洋

さんなど８８人の方々が呼びかけ人となって、「武力によらず平和をつくる」憲法９条の考え方

を世界の平和に活用することを提言するため行われたものです。

　各国の代表が「９条は世界の希望」

　世界会議の基調講演では、ノーペル平和寛受貧者のマイレッド・マグワイアさんが「日本の平

和憲法は、世界中の人々に希望を与え続けてきた」と語り、「９条を放棄しようとする動きが日

本にあることを憂慮する」と述べ憲法改正の動きを批判しました｡日本代表の池田香代子さんは、

　「平和憲法は日本の市民が日々選び取り、６１年間努力して維持し続けてきたもの」と強調し、

イラク派兵を憲法９粂違反と断じた名古屋高裁判決を原告の一人として法定で聞いた感動を述

べ、「民主主義は戦争を否定して初めて本物になる」と訴えました。

　トーク企画「イラク・アメリカ・日本」では、イラク戦争に反対して退役したアン・ライトさ

んが「９条は平和を守る防波堤」と訴え、雨宮処凛さんが貧困と戦争の関係にふれ「解決策は軍

事費を削って生存の方に回すこと」と訴え、高遠菜穂子さんが人質の体験から「９条で命が守ら

れた」と話し、それぞれ拍手に包まれました。

　この他、コスタリカ・ガーナ・韓国・アメリカ・アルジェリアなど多くの外国代表が、［９条

は世界平和を守るいしずえ］などとする訴えがなされ、「９条は世界の宝」を実感しました。

　９条世界宣言では

　最終日に採択された「戦争を廃絶するための９条世界宣言」では、「９条は単なる日本だけの

法規ではない。それは国際平和メカニズムとして機能し、世界の平和を保つために他の国々にも

取り入れることができるものである。９条世界会議は、戦争の廃絶をめざして、９条を人類の共

有財産として支持する国際運動をつくりあげ､武力によらない平和を地球規模で呼びかける］と

して、すべての政府に対して１３に渡る実行項目を掲げ、日本政府に対して３点の取組みを求め

ています。また私たち市民社会が取り組むべき９点にわたる誓約事項を挙げ、その最初の項目に

は、「９条の主要な原則の維持・拡大を地球規模で促進していくことに真剣に取り組み、平和の

文化を普及していくこと」と書かれています。

　私たち「野田・９条の会」の願いと同じだ、との喜びと確信を持って帰りました。
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